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ワモン-1キプ')の蛾では水剤処理D約1時間後に.

粒では約3時間後に,その半数が田伏するが,その時

には塗布した 200Yの DFPのうち抜か.0.1% 内外

が中枢神経系に到達しているに過ぎない.しかもこれ

が有効に作用するのはコリンエステラーゼの如き酵累

蛋白に結合したものであるとすると,先に節3裳に示

した如く,その虫は更にこの 10% あるいはそれ以下

である.このqiから生体内に放て突忠に有効に作用し

ている薬包が如何に少丑であるかは想像に難くない.

さてそれではDFPが紅似内に放てどのように移行

分布しているかを見るために.P33標識 DFPで処理

したワランゴキプ.)の紐抱を雄貼ミクロト-ムを用い
て約 30FLの厚さに切り,切片を田ちにカバーグラス

に貼り付け,スト.)ツプ用乾板を用いてラジオオーlト

グラフを作成した.

頭部の切片を調べると;DFPが大動脈開口部より

流出した血攻によって運ばれて,脳の下粥から疹透し .

つつあることが明らか時うかがわれる･･DFP,para･

thion, TEPP 等が血紋によって運搬されることは

Jandorfみ並びにFcrnandoeEall'の結果とも一致する.

殺虫剤の作用機梢を考究するに当っては,血紋による

炎剤の運搬を考慮に入れる必要がある.

要 約･､

･1･ P3!埼識 DFPを用いてワモン3'キプ')の休内

に放けるその移行分布及び代謝を調べた.
∫

2. DFP が主たる作用点と考えられる中枢神慮に

到達する虫は極めて少虫であり,消化管並びにマルビ

ギー氏皆に比較的多虫の放射舵が見出された.

3･ 各組抱に存在するDFPの 10%.内外が酵素蛋

白と結合して野菜阻害或は生理阻熟 こ有効に作用して

いるようである.
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-4. 消化管並びに筋肉にDFPの分解生成物が明ら

かに存在することが認められた.

5. 独布処理したDFPは体内に入り;血枚によっ

て逆出される.
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ThedistributionandmetabolismofDFPinthe

Americancockroach･topica11ytreatedwirh200yof

P32-label一edDFPwerestudied.

VerysmallamountsofDFPwerefotlndinthe

centralnervoussystems,andcomparative一ylarge

amountswerefoundinthedigestivesystemsand

Malpighiantubes･Intheexperimentswithalcohoト

formicacidfractionation,onlyabout10percent

ofthe totalamounts ofDFP in thetissues

were acid-solublephospllOrylated compounds･

otherswerenotincorporatedintotlleacidsoluble

compounds･MetabolitesofDFP wereobserved

inthedigestivesystemsandcoxalmuscles･Itis

consideredthattopicallytreatedDFP penetrates

intotIlebodyoftileAmericancockroacll,andthen

itistransported･tothetisslleSbytheblood･

IEffectofBIIC Applied inWaterOEPaddyFieldAgainsttheRiceStem Borer,Chilo

Suメ少ressalisWalker. Katsutaro OJEA芳AEl, Mlnoru KtKt:CIII, and.Kats110 FUFAliASAl-A

(MiyagiAgriculturalCollege,Sendai).ReceivedDec.31,1956.Botyu･Kagaku22,196-199,1957,

(with Englishr色sum色,199).

33･ 水田の澄渡水に施用した BIIC対のニカメイチユウに対する防除効果につし､て 岡崎

勝太郎 ･菊地実 ･船迫肪刃 (宮城県凸業態期大学)31.12.31受理＼

謹 ん で 泰 川 忠 官 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 る.

ニカメイチユウの節1化ml防除用として撒布きれた薬剤の中の水面に落TILI=薬剤 が防除効架に役

立つか石かを知るために,薬剤が和の茎矧こiEi一接かゝらない様に BHC乳剤を水田ft硫下し,その

防除効果について検討した. ＼

ニカメイチユクの窮1化糊防除をEI的として稲に非 者のひとしく認める所であるが,E3林省九州出業試験

剤撒布を行った場合,撒布された薬剤の中の相当釦 ,' 場の調査によると,紙剤の場合(,ま第1化軌こ55,%,

田面或は水面に落下する1-tl峡 は,実際に轍作を行った 節2化糊に47.4%,粉剤の勘合は節2化卿 こ32.2%
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の吊下率を示している11).究北地方の節 1化糊の場合

は,九州のそれよりも村の発熱 ま更に若小であると思

われるので,薬剤の許下串は一周大きいだろうと推定

古れる.著者らは撒布された薬剤の落下≦剤こついては

調正成机を持たないが,ニカメイチエウの第 1化期防

除mとして BHCγ3% 助剤を投花した場合,ニカメ

イチユウの防除に役立つものは田の墨矧 び付かした薬

剤ばかりでなく,田両とくに水面に搭下した薬剤も油

取水を媒介として防除効果に相当関与するのではない

かと見られる 2,3の実例に辺過した.

著者らの知る範囲では,撒布きれた薬剤の稲に対す

る附着虫と防除効果,稲に附宕したパラチオン剤の稲

の年内への密送移行,あるいは水中,土蛭中に於ける

パラチオン剤の変化などについては詳しく調べられて

いるにも拘らずJ･7･8･9･W'水田g)瀞概水に落下した茶剤
のニカメイチユウに対する作用については未だ言及き

れたものがない様である.ニカメイチユウの第1化期

防除用薬剤撒布の時Jg]と,.その時期に放ける稲の発育

状態,及びそれに町迎する被告部位などは地方によっ

て必ずしも一様ではないので,碓i放水に落下した薬剤
がニカノイチユウの防除効果に役立つと言 うことは,

本邦の全村作地手引こ共通することではないとしても,

早場米地相,或は寒冷地才芹のニカメイチユウ防除上か

らは極めて式要な悶皿と考えられるので,そのgl実の

有.Qを確認する目的で本年田切試験を行った.こ たゝ

その結果を報告して叱正を乞 う次第である.

本稿を苧するにあたり,成桁の検討方法に関して怒

切なる御 旨等を与えられた刺 ヒ大学教授加藤陸典雄博

士,並びに供試田の班用を快諾きれた宮城児良菜高等

学校教諭沢口由吉氏の御厚志を符記して深謝の志を表

したい.

試験方法並びに試穀開始当時の被害状況

供試薬剤 ･. 苑剤が稲の茎矧 こ直接か 'ゝることを防 ･

止するために粉剤 を避けて全部絞剤を用いた. 即ち

市販 A剤 (〉5%),B剤 (Y8%)およびC剤 (っ′20,%')

のそれぞれ 30,18.7及び7.5ccを水芯水 1000ccに

うすめ,充分沌水した供試田の旺間 (畦間約 13寸,
∫

珠間約3.8寸の並木机)の水面に,薬剤が稲の墨染に

国技かゝらない様に注意して縞下し,滴下者が旺ra)杏

歩いた夕tは特に撹坪を行わず,そのま のゝ状態で故国

した.供試薬剤の施用虫は第 1表の通りである.但し

供試薬星は坪当りBHCy丑を約 0･3革とする予定で

あったが,試験芸の両税を後で実測した結果節1表の

様になった.

各試験区は旺畔で区制された苗代跡作であって,両

前 6-7坪の区が2列に東西に並んでいる.東端の南

何の区を邦1怪,その北相を節2区,巾只の南柵を第

第 22 巻-I

Tab一e1. Designoftheexperiment.

3区とし,J以下同様の頓で第6区までとt),節1,3及

び4区を処理区とし,残りの3区を無処理革とした･

供試田は員菜高校の実習田であ?て,1抹当り柾付苗

数は各区一様ではないが外観上著しい我的密度の差は
見られず,Lまた稲の品種も移栢時期 (6月15日gi)ち

同じであったので,試験開始 (7月7日)当時の被害

状況には著しい差異は認められなかったが,処理区に

は被告墨の多い院向のある区が充当された.供試田は

晩柾田であったので,稲の発育も,ニカメイチエウの

被gut状況も,付近の普通田 (.6月1日拙),iりはおく

れていて,柴鞘の水両部付近に怖く被告兆暖が見られ

るだけで,心枯墨は末だ現われず,郡 1化期の非剤防

除を行うべき通風 こあった6).

結果並びに考察

第1化期の被告末期 (7月30日)に各区の周辺の稲

抹2抹宛を除き,各区300株について心枯茎数を立毛

のま でゝ調重し,第2表の様な結果を村た.

Table2. EffectofBHC app一iedas一iquid

illtheirrigatedwaterofpaddyfieldagainst
theTicestemborer.

一心枯茎以タtの被害茎を調査の対象から除いたのは,

食入幼虫の死亡などによる被宕快投茎と,加雪中の被

害量との混同をさけるためである･第2零によると,

株当茎数は各区一様であるとは言えないが,心枯茎数

も心枯茎率も処理芸,即ち第1区,弟3区及び節4区

に少なく無処理区に多い柳向が見ら.nる･
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ニカAjイチユウの節1化期の鼓告は主群及び圧!Sl虻
の分けつに多く,主群や低節位の分けつがE!されると,

その神位作用として遅発分けつが多くなることは既に

知られている3,4,5).本試験開始当時の茎数及び被等茎

数などの調査を省略しているが,当時の被告状況は軍

一隊であった.また供試田に移植された稲苗は晩拓苗

であって,移植当時優勢な苗代分けつを有する様な良

苗ではなかった.従って7月30日に調査した茎数中に

は移植後の分けつ茎を含むことは勿論であるが,これ

等の分けつ茎は心枯を起したニカメイチユウが産卵さ

れた時l乱 即ち移植宙後かLら数日間には末だ産卵環境

としての要素をなす程には成育していなかった筈であ

るし,また被害を祁依するために生じた,いわゆる遅

発分けつも含まれている苦である.従って供試薬剤の

効果の有無を判定する資料としては調査当時の茎数,

或いは茎数の考慮された被害量率をとるよr)ち,心枯

茎数そのものについて検討する万が妥当であると考え

られる.この様な考えのもとに,6つの試感賞の2つ

宛の組合せについて百分率相関法わを応用して心枯茎

の配分割合を図示すると第1図の様になる.

IFig.1. Graphoftheoccurrenceprobability
inpercentageofstemsdamagedbytherice

stem borerineveryexperimentalplots.Bars
show theconfidencerangeinthelevelof90%
confidence coefficient.､Solidbarsbetween

treatmentandcontrol,barsIlatChedobliqtユely

andemptybarssllOW eachothercontroland

thatLoftreatment--respective一y. Numerica一
lettersofordlnateshow treatmentnumber.

節1図の3つの).qi処理区の2つ宛の組合せの心枯茎

の配分割合を示す百分率の信頼限界は, 50% 緑に略

々中央でまたがり,3つの紐処理区では心枯茎数に全

く有意差のないことが明かである.然るに各処理区と

如処理区との間の心枯茎の配分割合を示す百分率の信

Wl限界は,いづれも50% 緑とは有意に離れ,処理区

に於ては佃処理区よt)も心枯茎が明かに少ないことが

わかる.

また3つの処理区相互間の心枯茎の酉己分割合を見る

と,第1区 (̀A剤)と第3区 (B剤), 及び第1区と

儲 4区 (C剤)との間には有志差は認め符ないが,節

4区と節3区との間には有意差が認められる.即ち.

処理区では灼処理区よりも心枯茎数が少ないと言うこ

198
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とは,試玖閲的当時は.Q.処耳区と略々同数の心枯茎を

生じftiる琵班.Eiしてい7こ幼虫の1部が水面に施用され
た薬剤の好蟹によって加苔能力を失ったも､のと見られ

る.即ち,水面に施用された薮等剤も節1化期のニカメ

イチエウの防除効果に役立つと結論きれる.

次に,節4区と節3区との間に有志差が見られだと

言うことは,殺虫成分の虫から言えば,第4区は第3

区よりもむしろ少ないのであるから,.製剤の柾斑によ

って拡散力などに差を生じ.●そのために防除効果に差

を生じ7こものと考えられる.このことは供試薬剤の性

質,即ち第1区の■A剤は殺虫成分が水に極めて良く

分散する特級を有すと称されているものであるが,罪

3区の B剤は便所などの姐の防除を目的として作ら

,nたものであり,第4区の C剤は噴霧用として製剤
されたものであることからもうなずかれ,る.

水面に施用された薬剤が故告茎 (柴柳)内の幼虫をこ

対して作用する機構に関しては,茎炎に附著した薬剤

~-の殺虫機構と共に,今後東に研究を要する問血である

が,著者らの観察している肥田では,符1化期の被告

r 毒加切中二カメイチエウの食告部位は,特殊の場合以外

は薬鞘部であって,その故告部分は執旺水の水面Lt極

めて接近した部分から水中に没している部分にも及ん

でいる場合が多い.従って,水面に落下,或は施用さ

れた殺虫成分が水を媒介として被害部中の在虫部位ま

で到達する機構としては,紋の通路となるべき被害部

は,枯死した約続と由来などであるので,毛細管硯象

と薬剤の揮発性を考えると,在虫部位まで殺虫成分の

到達することは容易に起り得ること 思ゝわれる･故に

･ニカメイチエクの節 1化Ig]防除用茄剤撒布時期と稲の

発育状況,並びに被等部位との5g係が前述の様な状態

にある地方に於ては,水田に撒布きれた英剤の中で,

でなく,水面に落下したものもまた関与するものと結

諭される. J

揖 要 .

BHC乳剤を稲の茎矧こ田按かゝらない様に確う既水

の水面に施用した似合のニカメイチユウに対すza防除

効兜に関して田場試験を行い,心枯茎数は処理貫では

き政処理区に比較して有志的に減少すること',BHC乳

剤の製剤の柾塀にようて防除効果に差が認められるこ

と,鼓等部位が水面に近接していて津淑水の水面の上

下にわたっている様な場合は,稲を羊撒布された薬剤中

の水面に鰐下したものも防除効果に役立つことをたし

かめた. '

文 献

1) 石台秀次･ロ耶寸市太郎･較辺辛志 :四国員試
1,228(1953).



防 虫 科 学

2) Kato,M.,T.Matsuda,andZ.Yamashita:

ScienceRepts.T6hokuUniv.FourlIISer.

.19,291(1952).

3) 河田環 :農林省農試 66,9(1950).

4) 河田党 ･山崎輝男･松本 蕃･大塚幹雄･三田久

刃 :罷業技研 C4,135(1954).

5) 岡崎勝太郎 :応用昆虫 5,118(1949).

6) 岡崎勝太郎 ･菊地突･舶迫勝男 =宮城農短大

3,18(1956).

･7) 末永一 ･山元四郎 :応用昆虫 11,114(1955).

8) 上島俊治 ･橋爪文次･･山科裕郎 :応用昆虫 9,

157(1954).

9) 山科裕郎 ･橋爪文次･上LB俊治 :村岡怨試

13,91(1955).

10) 山科裕郎 ･上島俊治 :応用昆虫 12, 138

(1956).

ll) 山科裕郎 ･上島俊治 :九州農試研EE･25,3

(1956).

節,22 巻- I

R占sllm占 '

In thispapertheeffectofBHC emulsions

which werecarefullyapp一iedtothesurfaceof

theirrig.liedwaterinliaddyfieldavoidingrice

planttobcsp一asheddirectlywiththeinsecticides

zIEainstthericestem borer,Ch,IlosLEj･Z,ressalL's

Wa]ker,wassEtldiedinfie7dtest. Thenumber

oftileStemsdamagedbythericestem borer

decreased significantly in the treated plbtS

tIlanthatoftheur.treatedp一ots.Accordinglothe

diirerence between me formu一ations ofBHC

emulsions,significantlydifferenteffectivenesswas

seen.Inth9CaSeSuch as the injured parts

causedbythericestem borerextendstotJPPer

andloweroftheleve一oftileirrigated-waterin

paddyfie一d, insecticide which was originally

sprayedordustedtoriceplantandfen inthe

im'gatedwaterwillbe占eentobeeffeclivefor
thecontrolofthericestemborei.

Considerationson tllC DcvclopmeniandRcduclionofHeatltesistance.Studiesonthe

LethalActionofAbnormallyHigh Temperatureonlnsects･XVII･MasaoKrroh'tl(Lhbora!ory

ofApplied Entomo一ogy,HiroshimaPrefecturalCollegeofAgricultllre, Saijo,Hirosh王ma

Pref･)･耳eceivedDec･31,1956lBo砂u-Kagaku,22,1991205,1957,(withEng一ishresume,205)･

34･ 熱抵抗の発達と消失に関する考案 高温の殺虫作n]に関する研究､第17報 持久正夫 (広払

出菜短期大学 応用見出学研究室)31.12.31受理

蔑 ん で 暴 川 忠 曹 博 士 の せ 稀 を 祝 質 し奉 る.

アズキゾウムシ成虫の熱抵抗がその出の発育中の環境氾庇の村道で変動する現象, 及び共のD7i囚に

関する悶血を取扱った.高い氾皮で発育した成虫は熱延抗が増加する.然し低い温度に灰せば大て

い熱抵抗がもとに捕る. この原因としては個体の高温に対する調掛;F用と,熱抵抗の弱い佃休の高

温による淘汰とが考えられるが,そのいずれであるかを吟味した.

生物が吉机､温皮の下で育つと耐熱性が高くなること

が古くから知られている.近年著者4･5)の研究に於い

てヒトスジ､シマカ Ae-desalbopL-cEus 幼虫の耐熱聾

は夏季では高く,春秋では低いこと,実験室内で高い

氾庇で幼虫期を飼育したアズキゾウムシCallosobru-

Chuschz.nensis成虫は, 低い温度で飼育したものよ

I)耐熱生の高いことが確められた･

またこの位な原因は古くから熱に弱い個体が消械し

†こ結果ではなくて,個体が耐熱性を班和した執 こ依る

と言われ軍',生物組抱の含有')ビッドの融点増大と言

う生理的現象に帰した研究もあるlJ. 著者は前記のア

ズヰゾウムシの研究からやはり個休が屯按配庇に適応

するためであって,､個体の含有粗脂肪の伽 口をその原

田と考えたが,更にこれらを椛める為の実験を企てた･

実験に用いた昆虫はアズキゾウムシで,次の諸点を明

か!こする謁の実頃を行った･ (1)300溝 鼠より350

定温に移して飼育を続けると世代の進むにしたがい昆l
虫の耐熱性はどのように変動するか.(2)350氾庇飼

育にrt:り耐熱牡が脚大したものを300定氾に付して飼

育した場合その昆虫の耐熱性に変化があるか. (3)

350飼符系統には伝te発育中の兜死胴体が390.飼育糸
統よりも多いか.これと耐熱性変異の附とは村田があ

るか.(4)350飼育系統は高温の為に繁箔カが既下す

るか. (5)300飼育系統をその発育期間の途中に砧い

氾艦に移した場合でも耐熱姓は増大するか. (6)300

飼育系統をその発育期間中に熱死をおこす高温480に

2時間曝露し,取り出してからもとの300で飼育を統

け羽化したものは耐熱姓が高いか.(7)昆虫休の粗脂

肪含有率の変動状態.

各種飼育系統の耐熱性の差異

300及び 350の定温で毎代飼育をつゞけたもの.
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